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個人投資家の皆様からのご質問への回答について 

 

先般、個人投資家の方から日本再生医療学会総会での慶應義塾大学の発表内容に関してご質問を頂きました

ので、下記の通り回答いたします。 

なお、皆さまよりご質問頂きました内容は、引き続き弊社ホームページ上の「よくあるご質問」にまとめて 

まいります。 

https://www.kringle-pharma.com/faq/  

お問い合わせいただく前にぜひご活用ください。 

 

記 

 

＜ご質問＞ 

先週の日本再生医療学会総会で、慶應義塾大学の脊髄損傷治療に関する成果が発表されました。 

それらの内容と貴社との関連について教えていただけますか？ 

 

＜回答＞ 

第 24回日本再生医療学会総会において、慶應義塾大学再生医療リサーチセンターの岡野栄之教授・セ

ンター長及び同大学医学部整形外科学教室の中村雅也教授らの臨床研究の成果が発表されました。 

本試験は、iPS細胞由来神経前駆細胞を亜急性期（受傷後 14日～28日）の脊髄完全損傷患者様に移植

したもので、一年間の経過観察において安全性が確認され、運動機能及び重症度の改善において有効性が

示唆されました。 

当社と慶應義塾大学医学部は、共同研究の成果として、急性期に HGFを投与したうえで亜急性期に iPS

細胞由来神経前駆細胞を移植すると、更に運動機能が改善することを動物モデルで実証しております（論

文発表済み*、特許共同出願中）。 

 

将来的にはヒトの脊髄損傷においても HGF と iPS 細胞由来神経前駆細胞の相乗効果が期待されますの

で、当社としましても、併用療法の社会実装に向けて慶應義塾大学医学部や関連企業との連携を強化した

いと考えております。 
*Suematsu et al. Inflammation and Regeneration 2023; 43:50. 
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